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平 成 1 7 年 に 食 育 基 本 法 が 施 行 さ れ 、「 食 育 」 へ の 関 心

が 高 ま っ て い る 。 上 伊 那 畜 産 振 興 協 議 会 （ 事 務 局 ： 上

伊 那 地 方 事 務 所 農 政 課 ） は 、「 食 育 」 と 「 畜 産 振 興 」 を

目 的 に 小 学 生 を 対 象 と し た 以 下 の 酪 農 体 験 学 習 を 実 施

し た 。① 搾 乳 体 験（ 5 校 2 5 0 名 ）、② 農 場 訪 問（ 2 校 1 7 4 名 ）、

③ 子 牛 飼 育 （ 6 ヶ 月 間 、 1 校 2 4 名 ）。 同 協 議 会 の 構 成 員 た

る 当 所 は 、 動 物 由 来 感 染 症 予 防 と 安 全 な 学 習 実 施 の た

め に 以 下 を 行 っ た 。 細 菌 検 査 （ 腸 管 出 血 性 大 腸 菌 O 1 5 7

等 ） と 健 康 検 査 （ 体 重 等 ）、 お よ び 学 習 中 の 子 供 達 へ の

衛 生 指 導 と 牛 の 生 理 に 関 す る 講 義 。 子 供 達 は 生 乳 の 温

か さ を 直 に 感 じ 、 子 牛 の 心 音 に 何 度 も 耳 を 傾 け る な ど 、

自 分 達 が 飲 ん で い る 牛 乳 が 命 あ る も の か ら 作 り 出 さ れ

て い る こ と を 感 じ 取 っ た 。 今 後 、 こ の 取 組 を 継 続 す る

為 に は 他 の ふ れ あ い 施 設 の 事 故 に 見 る と お り 、 動 物 由

来 感 染 症 予 防 が 重 要 で あ り 酪 農 現 場 の 環 境 向 上 、 子 供

達 へ の 衛 生 指 導 な ど 家 保 の 責 任 は 重 い と 思 わ れ た 。  

 


